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1． 小規模血縁集団(バンド)の特徴

1 数十人の成員

2 狩猟採集あるいは牧畜

3 成員が血縁関係にある

4 リーダーは世襲制ではない

5 リーダー以外の成員は平等

6 階級および役割が未分化

7 成員は同一の作業に従事する

２．部族社会(トライブ)の特徴

1 数百人の成員

2 農耕開始初期

3 全員が血縁あるいは婚姻関係にある

4 成員全員に対人関係が成立する

5 集団内の葛藤が起きにくい

6 法律や規則が存在しない

7 平等社会的

3． 長社会(チーフダム)の特徴

①　数千から数万の成員

②　強い権限をもった首長

③　首長は制修正

④　法律や規則の制定

⑤　富の集中化と再配分

⑥　労働の分化

⑦　階級社会

4． 団の大規模化がもたらすもの

①　葛藤や紛争

②　集団意思決定の困難さ

③　中央集権化

④　リーダーの権威化

⑤　役割や階級の分化

⑥　富の増大と集中化

⑦　自給自足制の消滅と集団への依存

5． 不満の制圧
①　階級社会の構築

②　富の再配分を変化させる

③　支持される政治方針

④　支配階級を武装

⑤　戦争を行い他の集団を制圧

⑥　罰則の細密化
⑦　権威の正当化

６．権威の正当化

1 神との血縁関係

2 殿説や神話の創作

3 神との直接対話能力を主張

4 神格性

5 神殿、寺院、応急の建設

6 法律の制定と軍隊の整備

7 装飾品

6． 宗教の発達
①　自然現象の理解

②　アニミズム

③　動物への畏怖

④　死への恐怖と死の意味づけ

⑤　神話の形成

⑥　シャーマンの誕生

⑦　祈り

結論

1)農耕の開始とともに、集団の大規模化が起き、それは権力を生みだした。

2)権威を正当化し、不満を制圧するために、宗教が用いられた。

